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１．ジェンダー統計とは
２．岡山市版ジェンダー統計の必要性
３．岡山市のジェンダー統計から

見えてくるもの
４．ジェンダー統計の活用

本日のお話しすること



１ はじめに

ジェンダー統計とは、男女共同参画に
関する統計のことで、「男女間の意識
による偏り、格差及び差別の現状並び
にその要因や現状が生み出す影響を
客観的に把握するための統計のことで
ある。」

（第４次男女共同参画基本計画
用語解説より）



１ はじめに

国連においても、「ジェンダー統計とは、
生活のあらゆる分野の女性と男性の状況に
おける差異及び不平等を適切に反映してい
る統計である」と定義されている。



２ 岡山市版ジェンダー統計の
必要性

（１）内閣府：「男女共同参画白書」
（２）NWEC版：ミニ統計集

「日本の女性と男性2019」
（３）岡山市版：自分の生活地域における

重要分野のジェンダー統計を
男女共同参画政策に生かすため

・2012年度版→2017年度版
・国勢調査をもとにした
正確な統計データを生かす



２ 岡山市版ジェンダー統計の
必要性

【２０１２版】 【２０１７版】

【】【】



３ 岡山市のジェンダー統計から
見えてくるもの（その１）



３ 岡山市のジェンダー統計から
見えてくるもの（その２）



３ 岡山市のジェンダー統計から
見えてくるもの（その３）



３ 岡山市のジェンダー統計から
見えてくるもの（その４）



４おわりに

岡山版ジェンダー統計の活用方法
（１）公の施設でのパネル展示

･･･市の政策への反映
（２）講演活動
（３）子ども対象の講座開催



４おわりに
ジェンダー平等を実
現しよう！



本日は

拙い発表を ご清聴

ありがとうございました

～終わります～


